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国際ロータリー･テーマ

今年度会長テーマ

第2127回例会 2010.6.10

｢誠心誠意、和をもって｣“事にあたろう”

ロータリーの未来は
あなたの手の中に

■司会：
　石山例会運営委員

■点鐘：杦山会長

会長・高橋幹事には申し訳ない気持ちで一杯です。
木下会員、土方会員のスピーチも聞くことが出来
ず残念でしたが、あと2回の例会を大切にしたい
と思います。本日は各委員長の皆様による一年間
の報告を楽しみにしています。

婚活とは
いま新聞、雑誌に｢婚活｣の文字が躍っていますが、
若者の結婚への関心は高いが、晩婚化が止まらず
周りが気をもんでいます。
農村もそうで、ＪＡや青年部などの婚活事業が花
盛りといわれ、人生を懸けて結婚するので容易で
はないが、成果を挙げた取り組みがあります。長
野県のＪＡ松本ハイランド青年部で、今月2組が
結ばれ、3年で12組が結婚したとの事。成婚率が
高く、年間を通じて繰り返し出会う方式が良かっ
た。収穫した野菜での共同調理や祭りへの参加が
あり、農村生活を肌で感じられるのが良い。昨年
は各地で｢田んぼで婚活｣があった。農作業は一緒
に汗を流すので打ち解けやすく、性格を知り合え
ると好評だった。
国立社会保障・人口問題研究所によると、｢いず
れ結婚するつもり｣の人が男女とも9割で結婚願望
は強い。でも結ばれないのは、｢適当な相手に巡
り合わないから｣という人が、25～34歳では男女
とも5割近い。やはり出会いの場づくりが重要な
のでは。
明治時代の新聞に、日本で始めて求婚広告が載っ
たといわれます。男性が｢離婚した。嫁たのむ｣と
載せたところ、19歳の女性と巡り会えた。
情報発信が肝心です。｢一緒に農業を｣と発信し続
けよう。いま女性が赤ちゃんを産む人数1.37とい
われます。

■会長報告 杦山会長

私の不注意の為に、皆様に大変ご迷惑をおかけし
たことをお詫び申し上げます。
4月30日午前2時ごろ、突然の激痛に見舞われ救急
車で病院に運ばれました。
検査の結果、胆石・胆嚢炎でしたので5月10日に
切開手術を致しました。
6月2日に退院しましたが、その1カ月間に新緑の
時期が大きく変わり、森も緑豊かに変身しました。
この間5回の例会を休むことになり、山本次年度

■合唱：ロータリーソング
　　　　｢我等の生業｣

◆ソングリーダー：
　村田会員
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在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

37 31 1 4 88.57

■出席報告 中條例会運営委員

■前々回メークアップ修正後前々会欠席：5名
■前々回出席率メークアップ修正後：85.29％
■前々会メークアップ者：
　相羽会員：東京新宿ＲＣ
　高橋幹事：理事会
　漆原会員：地区会員増強委員

■幹事報告 高橋幹事

■社会奉仕・青少年育成委員会：
　｢中学生職場体験アンケート調査｣お礼状の受理

■ガバナー事務所：
　青少年交換45期派遣学生帰国日程調査依頼について
　川野辺さんのお母様より連絡
　帰国予定　7月11日(日)
　午前8時55分着予定とのこと

■青少年交換委員会：
・2010-11年度第1回地区青少年交換委員会並びに
　新旧委員夫人同伴懇親会等のお知らせについて
　2010年7月7日(水)　18:00～(懇親会)
　於　国際交流棟

・2010-11年度来日学生カウンセラー・ホストフ
　ァミリー会議の案内について
　2010年7月7日(水)　16:00～17:00
　於　国立オリンピック記念青少年総合センター

■環境保全委員会：
　｢地球を環境破壊から守りましょう｣タスキ使用
　と購入のお願い(再度)について
　(参考：当クラブ3本購入済)

■回覧：｢友｣インターネット速報　No.431

■ニコニコＢＯＸ 金子クラブ管理委員

■皆出席：
　田中会員(3回目)

■令夫人誕生祝月：
　中條会員

◆杦山会長：長い間お休みを頂きありがとうござ
　　　　　　いました。無事例会に出られて嬉し
　　　　　　く思っています。
◆當間会員：東村山ロータリークラブに23年間に
　　　　　　わたりお世話になりありがとうござ
　　　　　　いました。
◆野崎(一)会員：
　　　　　　杦山会長退院おめでとうございます｡
　　　　　　残された会長任期頑張って下さい。
◆野崎(征)会員：
　　　　　　杦山会長退院おめでとうございます｡
　　　　　　残された会長任期頑張って下さい。
◆高橋幹事：今日から杦山会長例会出席です。来
　　　　　　週は世界大会の為休会です。山本次
　　　　　　年度会長ありがとう。
◆田中会員：杦山会長、元気になられてお祝い申
　　　　　　しあげます。例会場カーペット明る
　　　　　　くなりました。
◆樺澤会員：杦山会長おめでとうございます。
◆二ノ宮会員：
　　　　　　杦山会長退院おめでとうございます｡
◆山本会員：おかえりなさい!!会長の留守中頑張
　　　　　　ったつもりです。早く完治して下さ
　　　　　　い。
◆中丸会員：杦山会長お帰りなさい。早く完治し
　　　　　　て下さい。
◆五十嵐会員：
　　　　　　杦山会長お帰りなさい。早く完治し
　　　　　　て下さい。

本日のニコニコ合計：   35,000円
　　累　　　計　　：1,331,680円
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■委員長報告

■樺澤会員研修副委員長

規定審議会に出席して
平成22年6月3日京王プラザホテルにて行われまし
た2010年規定審議会の報告会に、会長幹事の代理
として出席しましたのでご報告申し上げます。
パストガバナーの戸田一誠規定審議会代表議員が
今年の4月25日から30日まで開催されたＲＩ規定
審議会の概要について説明されました。
先ず、ＲＩの規定審議会の説明があり、制定案と
いわれる定款等組織規定を改正する立法案が179件、
決議案といわれる組織規定を改正しない審議会決
定案166件が提案され、そのうち、制定案は127件、
決議案は92件審議され、制定案46件、決議案17件
が採択されたとのことです。そして審議会で採択
された制定案と決議案とは7月1日から効力を生じ
るとのことです。
この審議会の報告書が各クラブに送付され、各ク
ラブは審議会の採択の決定に対して反対の意思を
書面で提出できる機会が1カ月以内に与えられま
すので、クラブ事務局の書類棚を飾るだけにしな
いで、各クラブで検討して下さいとのことでした。
有効投票の少なくとも10％の反対投票(平成22年7
月1日からは5％)で審議会の採択の決定の効力は
一時保留されるとのことでした。
採択された制定案と決議案は24件について説明が
あり、特に注目される制定案は、Ｅクラブを規定
する件として、イギリス、シンガポール、ブラジ
ル、米国のクラブの提案で一地区には二つのクラ
ブまで認めるというものです。
また、制定案として米国のクラブからの提案で、
第五の奉仕部門として｢青少年奉仕｣を加える標準
ロータリークラブ定款を改正する案です。
質疑応答もこの二つに集中し、質問というより反
対意見の表明のような質問でした。
なお、ロータリーの友6月号にも一部紹介されて
いますのでご参照下さい。
また、｢入りて学び、出でて奉仕せよ｣の幟の紹介
と、口蹄疫被害救済支援金のお願いのチラシが配
布されました。

■野崎(一)職業奉仕委員長

本年度ＲＩのジョン・ケニー会長はロータリー独
特の職業奉仕への取り組みを強調され、職業奉仕
は他の奉仕団体にないロータリーの金看板でロー
タリー独特の概念であるということを述べられま
した。この事を実践する為に今年度は
　(1)職業人の育成についてのフォーラムを開く
　(2)職場での環境保全から家庭、地域へ
　　 (社会奉仕委員会と協議)
　(3)職場見学の実施
を事業計画に挙げました。

(1)については地区職業奉仕委員会より委員を派
遣して頂き実施する予定でしたが、日程の都合が
つかず、私が卓話をさせて頂きました。ロータリ
ーの職業奉仕の歴史、ロータリーの綱領第2条に
ついても、簡単に説明しました。この綱領、4つ
のテストをより具体的に行動基準を示した地区職
業奉仕委員会の職業人5カ条、浅草クラブの職業
人12カ条を紹介しました。
簡潔に言えば私たちは職業奉仕は職業奉仕倫理へ
の高い水準を保ち日々の実践活動によって会員、
従業員、顧客は勿論のこと、競合相手に対し模範
となることです。
(2)については、身近に出来る省エネ、緑化等を
職業人という立場で会社から家庭、社会へ広めて
頂きたいというお話をさせて頂きました。
(3)については後継者の育成、職場の環境保全が
スムーズに行っている杦山会長の工場を社会奉仕
委員会と共同で行う予定でしたが、日程の調整が
つかず断念しました。
以上が本年度の職業奉仕委員会の活動です。

■小町次年度クラブ
　奉仕委員長

現・次年度委員長引継会が、昨日クラブ奉仕部門を
中心に8名の出席にて開催されました。2時間にわた
り大変有意義な話し合いが出来ました。また本日も
引き続き三大奉仕部門の委員長さんを中心に、昨日
と同様の場所にて開催されます。出席を宜しくお願
い致します。

■卓話(1年間の報告)

■五十嵐社会奉仕委員
　(代読)
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今年度の社会奉仕委員会としましては、次の事業
を行いました。東村山市が市民と一体となり、地
域を考えて行うイベント｢市民産業まつり｣。この
イベントに東村山ＲＣも参加、協力をしながら多
くの市民にロータリークラブという組織を知って
いただきクラブの活動の一部を理解していただく
場として、パネルなどを展示し対人地雷の除去､
また会員が扱っている商品及び、会員の古里の物
産品などを提供していただき安価にて販売し、市
民に定着しよろこばれる｢市民産業まつり｣の協力
と共にＲＣのＰＲ活動をさせていただきました。
また、平和記念塔の洗浄事業につきましては、戦
争で尊い命を犠牲にされた方々の霊に対し平和塔
を洗浄し清める事業を行うことにより平和の大切
さを深く感じられました。両事業とも東村山交通
少年団、東村山消防少年団、またその父母の皆さ
まにご協力を頂きましたことをご報告させて頂き
ます。
私事で大変恐縮ですが、東村山ＲＣの理事をさせ
ていただきながら途中で退会する事になりました
ことに、杦山会長、高橋幹事はじめ、会員の皆様
には多大なるご迷惑をお掛けしましたことに大変
申し訳なく思います。昭和62年(1987年)、何もわ
からず東村山ＲＣに入会させて頂き、その間多く
のロータリーマンのご指導をいただき、育ててい
ただき、一身上の都合で退会させていただくこと
をお許しいただき、皆様には心より感謝いたしま
す。東村山ＲＣのますますのご発展、皆様のご健
勝を心よりお祈り申し上げます。23年間に渡りお
世話になり有難う御座いました。

将来を担う若者を育てることは少子高齢化が進んで
いる中では重要な課題でありロータリアンとして何
をすべきか考え行動する。事業計画として3点を挙げ
させていただきました。｢いのちの教育｣推進プラン・
輝け東村山っ子に参加は出来ませんでしたが次年度
山本会長が育成塾に参加していますので次年度はぜ
ひ参加お願いします。ロータリアンと青少年の接す
る場を設ける。これは社会奉仕委員会主催の産業祭、
平和塔の清掃で少年団の参加をいただいています。
中学生の職場体験については野村地区青少年育成委
員に対応していただいています。そしてスポーツを
通して青少年育成をする。例年、全中学生野球大会
のバックアップをしていましたが諸事情で開催でき
ず七中野球部顧問であり生徒から熱血先生で慕われ
ている梅原先生に卓話をお願いし今の子供たちと題
して体験豊かな話を頂きました。現在の社会でいき
いきと楽しく青少年が育っていく環境はどうあるべ
きかロータリアンとして何が出来るか考える必要が
あると思います。

■小町青少年奉仕委員長

☆活動方針
ロータリーの第4奉仕部門であります｡
国際奉仕とはロータリアンが国際理解、親善、平和を
推進するために、実施できるすべてを言います｡
包括委員会として、世界社会奉仕(Ｗ,Ｃ,Ｓ)委員会、
青少年交換委員会、ロータリー財団委員会がありま
すが、国際大会出席による個人交流等、他国の人々
に役立つクラブ活動やプロジェクトに協力して行き
ます。

☆事業計画
1.世界社会奉仕活動としての対人地雷除去の特別委
　員会の活動に協力する。
2.今年度モントリオールにて開催される2010年国際
　ロータリー年次大会に一人でも多くの会員、家族
　が参加して頂けるように計画立案する。

会長方針の一つでもあります、国際交流を図り｢ロ
ータリーを楽しもう！｣

活動方針通り実行して来ましたが、ほぼ方針通り実
行できたのではないかと思います。
6月3日には地区Ｗ,Ｃ,Ｓ委員長をお招きして卓話を
して頂きました。又会長方針の｢ロータリーを楽しも
う！｣のテーマではモントリオール国際大会に会員11
名が参加し、国際交流を図り｢ロータリーを楽しみ｣
ました。

本年度の青少年交換委員会の活動は、交換留学生の
派遣、派遣留学生の帰国報告会に出席した事です。
本年度委員会の活動を振り返り委員長として何かし
たのかと思っているのが実感です。
昨年桜華女学院の川野邊麻莉さんを交換留学生として、
フィンランドへ派遣しましたが、その準備等は全て
前年度の事業として行われたこと、又受入留学生が
無かったことなのかと思います。
その中で毎年行われている派遣留学生の帰国報告会
に杦山会長と出席した時感じた事ですが、派遣予定
の高校生と留学後の帰国高校生を見て、一年間でこ
んなにも成長するものか、若さって素晴らしいなと
感じました。
又次代を担う元気な学生に出会い、私自身パワーを
もらってきました。そして、このような場を提供で
きるロータリークラブの素晴らしさを改めて感じ取
りました。

■當麻国際奉仕委員長

■赤木青少年交換委員長
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■点鐘：杦山会長

ロータリー財団の一年間の活動に対し会員の皆様
の協力により事業計画も目標達成できました。
平成21年11月にロータリー財団月間に因んで卓話
をしました。
講師：長田 祐之様(ながた まさし)
演題：ロータリー財団の(未来の夢計画)と｢パイ
　　　ロット地区｣

2009～2010年度Ｒ財団寄付状況
　1.年次寄付(一人100ドル寄付)
　　33名　3,300ドル(305,800円)
　2.ベネファクター(1,000ドル寄付)
　　2名　2,000ドル(184,000円)
　3.ポリオ寄付　1,310.44ドル(118,000円)
　総額　6,610.44ドル(607,800円)

今期活動により承認された会員
　ベネファクター：野崎一重会員、二ノ宮繁会員
　マルチプル1回目(累計2,000ドル)：
　　町田清二会員、野崎一重会員、高橋眞会員
　マルチプル2回目(累計3,000ドル)：
　　目時俊一会員

■二ノ宮ロータリー財団
　委員長

まず米山奨学事業への協力についてですが、これ
は主に寄付ですが、残念ながら通常通りの普通寄
付のみとなりました。
次に、米山月間(10月)に米山奨学生の卓話を計画
致しました。これは事務局に依頼して、米山奨学
会の勧めという形で卓話を実施いたしました。
最後に財団法人米山梅吉記念館見学についてです
が、米山奨学会委員会と當麻委員長の協力で会員
研修委員会との合同で、米山梅吉を訪ねるという
形で3月11～12日に１泊2日の日程で8名の参加に
て実施致しました。東京ロータリークラブのチャ
ーターメンバーである米山梅吉のロータリー活動
から、米山奨学会への理解を深め、ロータリーに
ついて語り合い、クラブの発展につなげようとの
趣旨で開催しました。夜、伊東のペンションで語
り合いましたが、本来ならまだ米山梅吉記念館を
訪れていない方を中心として、この様な場で話合
いをしたかったのですが、参加者が少なく残念で
した。しかし今後もこの様な機会を作れれば良い

と思っています。
一年間どうも有難うございました。

■漆原米山奨学会委員長

■22年5月出席表
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1
2
3

氏　　名

公式平均

出席規定適用免除者

細渕　一男

相羽　　正

赤木　盛一

土方　義一

飯田　能士

熊木　敏己

石山　　敬

樺澤　　襄

金子　哲男

木下　清一

北久保眞道

町田　清二

小町　幸生

目時　俊一

村越　政光

村田　秀雄

中丸　繁男

二ノ宮　繁

野村　高章

野崎　一重

野崎　征吉

野澤　秀夫

嶋田　憲三

杦山　佳雄

高橋　　徹

高橋　　眞

土田　士郎

田中　重義

當麻　　誠

戸澤　　忠

漆原　次男

山本　智治

吉川　武男

隅屋　宜一

五十嵐光利

名：名誉会員　　○：出席　　△：メークアップ

溝井　英征
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中條　基成 ○ ○
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